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第 52-1 図 衣浦港及び知多湾自主規制錨地及び錨泊自粛海域図【図の差し替え】 
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名古屋港（35°02′Ｎ 136°51′Ｅ）(海図 W1055Ａ、W1055Ｂ) (JP NGO)

（2018 年 4 月撮影） 

港種  特定港、開港、検疫港、出入国港、家畜検疫の港、植物防疫の港 

概要  伊勢湾北奥にある。 5 

港域内は、第 1 区～第 6 区に分かれており、新宝ふ頭、東海元浜ふ頭、北浜ふ頭、南浜ふ頭には、鉄鋼、

石油、電力などの重工業及び食品コンビナートがあり、南部臨海工業地帯を形成している。 

また、商港の中心となっている金城ふ頭、大規模な木材専用港並びにそれに隣接する木材団地、弥富ふ頭、

造船団地｛木場金岡ふ頭｝及びコンテナふ頭｛飛島ふ頭、鍋田ふ頭｝などがあり、商港・工業港の両機能をも

つ西部臨海工業地帯を形成している。 10 

潮見ふ頭が危険物取扱地区、その他が商工業地区となっている。 

木場金岡ふ頭、弥富ふ頭及び飛島ふ頭には、貯木場がある。 

潮汐 名古屋港における大潮平均高潮は 2.4ｍ、大潮平均低潮は 0.5ｍ、平均水面は 1.40ｍである。 

潮流 第 45・46 図、261・262 ページ参照 

波浪 台風や低気圧などにより南風が強吹した場合、防波堤の外で三角波が立つので、小型船は注意を15 

要する。 

目標

地 物 名      概 位   備 考   

煙 突 34°58.6′Ｎ 136°49.8′Ｅ 高さ 156ｍ、赤白塗白色、製油所構内 

2 煙 突 34°59.2′Ｎ 136°50.6′Ｅ 高さ約 224ｍ・緑色、約 205ｍ・緑色（集合型） 

煙 突 35°00.4′Ｎ 136°51.7′Ｅ 高さ 204ｍ、水色、火力発電所構内 

著 屋 35°02.1′Ｎ 136°50.8′Ｅ 
名古屋港海上交通センター、塔屋（高さ 76ｍ）には金城信

号所があり、管制信号板及び情報信号板がある。 

煙 突 35°02.3′Ｎ 136°52.4′Ｅ 高さ 204ｍ・赤白塗 

著 屋 35°05.4′Ｎ 136°52.8′Ｅ 
名古屋ポートビル、高さ 62ｍ、白塗、名古屋北信号所があ

る。 

観 覧 車 35°05.6′Ｎ 136°52.7′Ｅ 高さ 89ｍ（ネオン灯） 
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第 54 図  名古屋港進路表示信号図【図の差し替え】
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潮

凪

ふ

頭 

27～ 29 号岸壁  35°04.4′Ｎ 136°51.7′Ｅ 405 5.5～10 

1,500×1 

3,500×1 

10,000×1 

石炭用（28,29号耐震

岸壁） 

31 号岸壁  35°04.3′Ｎ 136°51.6′Ｅ 60 3～6.5 500×1 石炭・鉱産品用 

32 号岸壁  35°04.3′Ｎ 136°51.7′Ｅ 130 6.5～7.5 3,500×1 石炭・鉱産品用 

33 号岸壁  35°04.2′Ｎ 136°51.7′Ｅ 185 10 10,000×1 石炭・鉱産品用 

空

見

ふ

頭 

95～ 97 号岸壁  35°04.2′Ｎ 136°51.5′Ｅ 540 5～5.5 
500×1 

1,000×1 
1,500×4 

鋼材用 

50 号岸壁 35°03.4′Ｎ 136°51.3′Ｅ 180 10 10,000×1 雑貨用 

51 号岸壁 35°03.4′Ｎ 136°51.3′Ｅ 120 4 以下 500×2 雑貨用 

70 号岸壁  35°03.7′Ｎ 136°50.6′Ｅ 360 5.5 1,500×4 雑貨用 

金 
 

城 
 

ふ 
 

頭 

52・ 53 号岸壁  35°03.2′Ｎ 136°51.2′Ｅ 497 8.5～12 25,000×2 自動車用 

54～ 57 号岸壁  35°02.8′Ｎ 136°51.2′Ｅ 800 10 10,000×4 自動車用 

58～ 62 号岸壁  35°02.6′Ｎ 136°50.9′Ｅ 1,000 10 10,000×5 雑貨・自動車用 

71 号岸壁  35°03.4′Ｎ 136°50.5′Ｅ 450 － 1,500×5 雑貨用 

72～ 75 号岸壁  35°03.2′Ｎ 136°50.3′Ｅ 520 7.5 3,500×4 雑貨用 

76・ 77 号岸壁  35°03.0′Ｎ 136°50.3′Ｅ 400 8.5～10.5 10,000×2 自動車用 

78・ 79 号岸壁  35°02.8′Ｎ 136°50.4′Ｅ 400 9～10.5 10,000×2 

自動車用 
80・ 81 号岸壁  35°02.6′Ｎ 136°50.5′Ｅ 400 9～10 10,000×2 

82～ 84 号岸壁  35°02.3′Ｎ 136°50.6′Ｅ 600 8.5～12 10,000×3 

85 号岸壁  35°02.1′Ｎ 136°50.7′Ｅ 280 11.5～12 25,000×1 

弥

富 

ふ

頭 

6 号岸壁 35°01.8′Ｎ 136°47.9′Ｅ 270 12 25,000×1 雑貨・自動車用 

7 号岸壁  35°01.8′Ｎ 136°47.8′Ｅ 240 12 25,000×1 雑貨・自動車用 

88・89 号岸壁 35°02.2′Ｎ 136°48.0′Ｅ 260 7.5 3,500×2 木材・雑貨用 

鍋田ふ頭 T1・T2 岸壁  35°01.4′Ｎ 136°47.7′Ｅ 350 13～14 50,000×1 
コンテナ用 
（耐震岸壁）、 
ガントリークレーン 

鍋田ふ頭 T2 岸壁  35°01.5′Ｎ 136°47.5′Ｅ 350 13～14 50,000×1 

コンテナ用 
（耐震岸壁）、 

ガントリークレーン 

鍋田ふ頭 T3 岸壁  35°01.6′Ｎ 136°47.4′Ｅ 285 12 30,000×1 
コンテナ用、(耐震岸壁） 
ガントリークレーン 

飛
島
ふ
頭 

90～92 号岸壁 35°02.8′Ｎ 136°49.9′Ｅ 620 10～12 
10,000×2 
25,000×1 

コンテナ用、 
ガントリークレーン 

93・94 号岸壁 35°02.0′Ｎ 136°50.2′Ｅ 700 14～15 50,000×2 
コンテナ用、 
ガントリークレーン 

TS1 岸壁 35°01.6′Ｎ 136°49.2′Ｅ 350 16 108,500×1 コンテナ用(耐震岸）、

ガントリークレーン TS2 岸壁 35°01.6′Ｎ 136°49.4′Ｅ 400 16 108,500×1 

98・99 号岸壁 35°02.3′Ｎ 136°48.6′Ｅ 370 10 10,000×2 木材用 

潮見ふ頭 BX 桟橋  35°03.8′Ｎ 136°52.8′Ｅ 200 3.5 300×20 小型油送船施設・船尾付 

横須賀ふ頭 86 号岸壁 35°00.6′Ｎ 136°52.2′Ｅ 420 4～4.5 500×7 建設用資材用 

北浜ふ頭 87 号岸壁 35°00.3′Ｎ 136°52.0′Ｅ 240 4.5 500×4 軽工業品用 

上表のほか、各地に各会社専用の係船施設が多数ある。 

 
伊勢湾シーバース  名古屋港～四日市港間のほぼ中央（34°55.6′Ｎ 136°44.4′Ｅ）にあり、

310,000D/W 級が係留でき、レーダ反射器付シーバース灯及び 4 副灯（南端の副灯にホーン付設）がある。 

架橋・架空線 5 

名   称 概 位        桁下(ｍ) 区        間 

架 橋 

名 港 西 大 橋 35°03.1′Ｎ 136°50.0′Ｅ 32～39 木場金岡ふ頭～金城ふ頭 

名港中央大橋 35°03.2′Ｎ 136°51.6′Ｅ 45～55 金城ふ頭～潮見ふ頭 

名 港 東 大 橋 35°03.2′Ｎ 136°52.7′Ｅ 40 潮見ふ頭～新宝ふ頭 

架空線 送電線（電力） 
35°03.9′Ｎ 136°53.0′Ｅ 高さ 40 潮見ふ頭～新宝ふ頭 

35°04.1′Ｎ 136°52.9′Ｅ 高さ 9.3 潮見ふ頭～船見ふ頭南西端 



第 3 章   本 州 南 岸 

                                           
311

港湾管理者  船舶と港湾管理者との間で、VHF 無線電話による港務通信ができる。 

呼 出 名 称 
周 波 数 

(呼出・応答/通信) 
運用時間 連 絡 先 備  考 

よっかいちポートラジオ ch16/11,12 常 時 059-366-7042 東洋信号通信社受託局 

 

水先  伊勢三河湾水先区水先人会に要請する。(第 1 編 総記 第 6 章 水先、12 ページ参照) 

航路等  検疫錨地北方から第 1 区に至る第 1 航路（長さ約 1Ｍ、幅 300ｍ、水深 12ｍ)、同航路に接続し

て、北西方の午起桟橋方面に至る午起航路（長さ約 0.6Ｍ、幅約 200ｍ）があり、これらの航路では航行管制5 

（管制信号の項参照）が行われている。港の中部には、東方から霞桟橋、午起桟橋方面に至る第 2 航路（長

さ約 0.7Ｍ、幅約 400ｍ、水深 14ｍ）があり、また、港の北部には同じく東方から霞ケ浦南ふ頭に至る第 3航

路（長さ約 1Ｍ、幅約 430ｍ、水深 12ｍ及び 14ｍ）があり、北方約 0.7Ｍには富双ふ頭及び浜園ふ頭に至る水

路がある。 

 10 

港則 

特定航法 

（港則法施行規則 

第 29 条の 4） 

四日市港において、第 1航路を航行する船舶と午起航路を航行する船舶とが出会うおそれ

のある場合は、午起航路を航行する船舶は、第 1航路を航行する船舶の進路を避けなけれ

ばならない。 

航行に関する注意 

（港則法施行規則 

第 29 条の 5） 

1 総トン数 3,000ｔ以上の船舶は、第 1航路を航行して入航し、又は第 1航路若しくは午

起航路を航行して出航しようとするときは、港則法第 38 条第 2項各号に掲げる事項（同

項第 3号に掲げる事項は、入航しようとするときにあっては第 1航路入口付近に達する予

定時刻とし、出航しようとするときにあっては運航開始予定時刻とする。）を、それぞれ

入航予定日又は運航開始予定日の前日正午までに港長に通報しなければならない。 

2 前項の事項を通報した船舶は、当該事項に変更があったときは、直ちに、その旨を港

長に通報しなければならなない。 

（参考）港則法第38条第 2項各号に掲げる事項 

(1) 当該船舶名称 

(2) 当該船舶の総トン数及び長さ 

(3) 当該水路を航行する予定時刻 

(4) 当該船舶の連絡手段 

(5) 当該船舶が停泊し、又は停泊しようとする当該特定港のけい留施設 

進路表示信号（平成 7

年海上保安庁告示第 35

号）及び船舶自動識別装

置の目的地に関する記

号（平成22年海上保安

庁告示第 94 号）（第 58

図、313ページ参照） 

信  号 
目的地に 

関する記号 
信           文 

1 代・I ― 第 1航路を航行して出港する。 

1 代・U ― 午起航路から第 1航路を航行して出港する。 

1 代・N  ― 第 2航路を航行して出港する。 

2 代・I・S I S 
石原産業から昭和四日市石油に至る間の係留施設に向かって

航行する。 

2 代・D・M D M 
コスモ石油塩浜桟橋、三菱ケミカル第 1 から第 3桟橋又は東

邦石炭ふ頭に向かって航行する。 

2 代・C・E C E 
千歳町第 1、第 2又は第 3ふ頭の係留施設（第1から第14号

岸壁）に向かって航行する。 

2 代・C・W C W 
千歳町第2、第3ふ頭の係留施設（第15号岸壁から小型船桟

橋)、日本板硝子又は太平洋セメントの係留施設に向かって航行

する。 

2 代・T T コスモ石油四日市桟橋に向かって航行する。 

2 代・U U 
コスモ石油午起桟橋又は JERA 四日市火力発電所の係留施設

に向かって航行する。 

2 代・K・W K W 霞 1丁目西側の係留施設に向かって航行する。 

2 代・K・S K S 霞 1丁目南側の係留施設に向かって航行する。 

2 代・K・E K E 霞 1丁目東側の係留施設に向かって航行する。 
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2 代・S・N S N 

霞ケ浦南ふ頭北側、東側又は霞ケ浦北ふ頭南側の係留施設に

向かって航行する。 

2 代・S・W S W 霞ケ浦南ふ頭西側の係留施設に向かって航行する。 

2 代・F F 富双1、2丁目又は富田浜町の係留施設に向かって航行する。 

2 代・A A TANISEI 桟橋に向かって航行する。 

2 代・E  E JERA 川越火力発電所の係留施設に向かって航行する。 

2 代・W W 

四日市港東防波堤南灯台から 285°200ｍの地点まで引いた

線、同地点から 334°1,080ｍの地点まで引いた線、同地点

から 017°520m の地点まで引いた線、同地点から四日市港東

防波堤北西端まで引いた線及び四日市港東防波堤により囲ま

れた海面の錨地に向かって航行する。 

 

信号  四日市信号所及び四日市防波堤信号所で、航行管制に関する信号を行っている。 

また、第 2 航路私設信号塔及び第 3航路私設信号塔では私設信号を行っている。 

 

管制信号  第 1 航路及び午起航路を航行する一定の船舶は、航行管制に関する信号を行っている次表の5 

四日市信号所（34°57′09″Ｎ 136°38′13″Ｅ）及び四日市防波堤信号所（34°56′45″Ｎ 136°39′

40″Ｅ）が行う信号に従って航行しなければならない。 

信号の種類 
第 1 航 路 ・ 午 起 航 路 

信 号 の 意 味 
四日市信号所・四日市防波堤信号所 

入航信号 

毎 2秒に白色光 1閃 
入航船は入航可 

総トン数 500ｔ以上の出航船は、運航を停止して待機 

総トン数 500ｔ未満の出航船は、出航可 

第 1航路 

出航信号 

毎 2秒に赤色光 1閃 第 1航路出航可 
午起航路から出航する総トン数 500ｔ以上の出航船は、運航を停止
して待機 
総トン数 500ｔ未満は、出航可 
総トン数 500ｔ以上の入航船は、航路外で出航船の進路を避けて待機 
総トン数 500ｔ未満の入航船は、入航可 

午起航路 

出航信号 

毎 3秒に赤色光 2閃 

 

午起航路出航可 
第 1航路から出航する総トン数 500ｔ以上の出航船は、運航を停止
して待機 
総トン数 500ｔ未満は出航可 
総トン数 500ｔ以上の入航船は、航路外で出航船の進路を避けて待機 
総トン数 500ｔ未満の入航船は、入航可 

航路制限 

信  号 

毎 3秒に順次に赤色光 1閃 
及び白色光 1 閃 

総トン数 3,000ｔ以上の入航船は、航路外において出航船の進路を
避けて待機 
総トン数 3,000ｔ以上の出航船は、運航を停止して待機 
総トン数 3,000ｔ未満の入出航船は、入出航可 

 

 

入 出 航 

禁止信号 

毎 6秒に順次に赤色光 3閃 
及び白色光 3 閃 

 

 

 

港長の指示を受けた船舶以外は、入出航禁止 
 
 
 

 

私設信号  第 2 航路私設信号塔（霞ケ浦地区南東角地）では、第 2 航路を経由して出入航、又は K-9 桟

橋（34°58.4′Ｎ 136°39.7′Ｅ）を離桟し回頭中の総トン数 3,000ｔ以上の船舶の情報信号を表示し、総10 

トン数 500ｔ以上の船舶に第 2 航路内で行き会わないよう出入航の調整を行わせている。 

第 3 航路私設信号塔（霞ケ浦地区北東角地）では、第 3 航路を経由して出入航、又は E-1 桟橋（35°00.0′

Ｎ 136°41.9′Ｅ）を離桟し、第 3 航路を出港する総トン数 20,000ｔ以上の船舶の情報信号を表示し、総ト

ン数 500ｔ以上の船舶に第 3 航路内で行き会わないよう出入航の調整を行わせている。 

2 秒 

3 秒 

3 秒 

6 秒

2 秒 
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第 58 図  四日市港進路表示信号図【図の差し替え】 

 

航泊禁止  2 シーバース（シーバースの項、315 ページ参照）をそれぞれ中心とする半径 300ｍの円内

海面は、それぞれ航泊禁止区域となっている。 

航泊制限  港内における引火事故を防止するため船舶は、港内に停泊中の引火性危険物積載タンカーか5 

ら 30ｍ以内の海面に立ち入ってはならない。ただし、特に港長の許可を受けた船舶は、この限りでない。 

なお、引火性危険物積載タンカーは、港内に停泊中、夜間においても視認できる「引火性危険物積載中」

の垂れ幕を掲げることとなっている。 
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シーバース 

名 称      概 位        
水 深    

（約ｍ） 

係 船 能 力      

（D/W） 
備   考 

昭和四日市石油 

シーバース 
34°55.8′Ｎ 136°42.2′Ｅ 21 315,000 

シーバース灯、レーダ反射器付大型 

係船浮標 

コスモ石油 

シーバース 
34°57.0′Ｎ 136°42.6′Ｅ 21 315,000 

シーバース灯、レーダ反射器付大型 

係船浮標 

 

架橋 

1  霞ケ浦北ふ頭北部から北方対岸に至る橋（35°00.2′Ｎ 136°40.2′Ｅ、高さ約 18～20ｍ）がある。 

2 霞ケ浦埋立地南西部から南西方対岸に至る 2配管橋（34°58.5′Ｎ 136°39.0′Ｅ、共に高さ 21ｍ） 5 

最大入港船舶  2025 年 12 月 27 日、タンカー ZOURVA（164,756ｔ、喫水 13.6ｍ）が昭和四日市石油シー

バースに着岸した。 

台風・津波対策  本港では台風・津波による事故を未然に防止するため四日市港台風等対策委員会及び

四日市港地震津波災害防止対策委員会を設置し、在港船舶などに対し、台風及び地震・津波の情報伝達及び

警戒体制・避難の勧告・解除等の災害防止措置を指導している（問合せ先：四日市海上保安部)。 10 

海事関係官公署 

官 公 署 名 連 絡 先 官 公 署 名 連 絡 先 

四日市海上保安部（港長） 059-357-0118 名古屋植物防疫所四日市出張所 059-352-3896 

名古屋税関四日市税関支署 059-353-6421 名古屋出入国在留管理局四日市港 

出張所 

059-352-5695 

中部運輸局三重運輸支局四日市庁舎 059-352-2033 動物検疫所中部空港支所 

四日市分室 
059-352-6918 

名古屋検疫所四日市検疫所支所 059-352-3574 

 

引船・はしけ  引船・はしけがある。 

通船  千歳町桟橋と港内及び港外停泊船との間に 1日 11 往復の定期便がある。 

補給  清水、燃料油の補給は十分にできる。給水船及び給油船がある。 15 

修理  造船所があり、100～1,100ｔの船舶を上架できる船架が 4台ある。 

廃油処理施設   

事 業 者 名 申 込 先 利 用 時 間 
処理する廃油の種類 

廃 重 質 油 廃 軽 質 油 

コスモ石油㈱ 

四日市製油所 

生産管理課 

059-354-8777 
0830～1700 

ビルジ・水バラスト・ 

タンク洗浄水 
水バラスト・タンク洗浄水 

昭和四日市 

石油㈱ 

受付代行 

平和汽船昭四桟橋事業所 

059-345-2428 

0830～1700 
ビルジ・水バラスト 

タンク洗浄水 
水バラスト・タンク洗浄水 

医療施設 

名   称 電 話 番 号 備    考 

市立四日市病院 059-354-1111  
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針路法 

1 大型船は、一般に割亀島～投石間を通航する。 

(1) 検疫錨地から針路 293゜で割亀島（34゜05.2′Ｎ 136゜14.5′Ｅ）に向首して進む。 

(2) 投石灯台（34゜04.7′Ｎ 136゜14.9′Ｅ）を正横に見る所から 258゜に変針して雀島（34゜04.7′Ｎ 

  136゜13.3′Ｅ、樹頂の高さ 17ｍの茶色の岩小島）に向首し、割亀島と投石の間を航過する。 5 

(3)  割亀島東端を正横に見る所から針路 245゜で進み、適宜錨地へ向かう。 

 

2 小型船は、一般に投石～佐波留島間を通航する。 

(1)  検疫錨地付近から針路 274゜で雀島南端に向首して、投石と佐波留島との中央を航過する。 

(2) 尾鷲港人瀬灯浮標（34゜04.5′Ｎ 136゜14.6′Ｅ）を正横に見て 264゜に変針し、尾鷲港第 1防波堤 10 

  灯台（34゜04.4′Ｎ 136゜12.4′Ｅ）に向首して錨地へ向かう。 

なお、潮流の影響が大きいので注意を要する。 

入港上の注意 

1 港奥の防波堤に囲まれた船だまりに出入りの際は、第 1、第 2防波堤とも高いため、船舶の動静が見え 

にくいので注意を要する。 15 

2  4～8 月の一本釣り漁期には、漁船が集中的に出入港し、沢埼～三木埼間の湾口一帯にかけて夜間、多 

数の漁船が集魚灯をつけて操業する。このため、検疫錨地への進入は危険である。 

3 引本港方面からの漁船が、針路を横切ることが多い。 

錨地  検疫錨地は桃頭島の北東方（34゜04.4′Ｎ 136゜16.5′Ｅ）付近にあり、水深 60～67ｍである。 

検疫錨地付近には養殖施設があるので注意を要する。 20 

防波堤外に錨泊する際は、尾鷲港第 1 防波堤灯台、雀島南端から南東方 100m の地点（34゜04.6′Ｎ 136゜

13.4′Ｅ）、弁財島北端から北北東方 400m の地点付近（34゜04.1′Ｎ 136゜13.1′Ｅ）撤去中の尾鷲三田

火力発電所桟橋西端及び国市松泉町北端（34゜04.2′Ｎ 136゜12.5′Ｅ）を結んだ線で囲まれる水域内で、

撤去中の尾鷲三田火力発電所桟橋を中心とする半径 500ｍ以内の海域（大型タンカー離着岸のため危険）を

避け錨泊するのがよい。雀島南端を 062゜850ｍに見る付近の水深 20ｍ、底質泥の所は好錨地である。ただし、25 

弁財島北端から東方 400m の地点付近は、険悪物があるため、注意を要する。 
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港湾施設   

名 称      概 位        
長 さ    

（ｍ） 

水 深    

（約ｍ） 

係 船 能 力      

（D/W×隻） 
備 考    

第 1 岸 壁 34゜04.5′Ｎ 136゜12.2′Ｅ 120 3.5～4 300ｔ×2  

－5.5ｍ岸壁 34゜04.5′Ｎ 136゜12.2′Ｅ 91 5.5  500ｔ級  

第 2 岸 壁 34゜04.4′Ｎ 136゜12.1′Ｅ 73 2～3.5 300ｔ×2  

第 2 桟 橋 34゜04.4′Ｎ 136゜12.1′Ｅ 114 2.5～4   700×2  

係 船 岸 壁 34゜04.4′Ｎ 136゜12.1′Ｅ 124 1～1.5   

第 3 岸 壁 34゜04.3′Ｎ 136゜12.2′Ｅ  80 1～1.5 1,000ｔ×1  

第 4 岸 壁 34゜04.3′Ｎ 136゜12.2′Ｅ 161 3.5～4.5 2,000ｔ×2  

天 満 岸 壁 34゜04.5′Ｎ 136゜12.4′Ｅ 120 4   

天満南岸壁 34゜04.6′Ｎ 136゜12.2′Ｅ 110 4   

天満先端岸壁 34゜04.6′Ｎ 136゜12.3′Ｅ 30 3.5   

上表のほか、会社専用の岸壁及び桟橋がある。 

最大入港船舶  1989 年 3 月 20 日、タンカー MINOTAVROS（68,630ｔ、喫水 15.3ｍ）が尾鷲三田工事

所桟橋に着岸した。 

台風・津波対策  本港では台風及び地震、津波等による事故を未然に防止するため尾鷲港台風・津波等5 

対策協議会を設置し、在港船舶などに対し、情報の伝達及び警戒体制・避難・入港制限の勧告・解除等の災

害防止措置を指導している（問合せ先：尾鷲海上保安部)。 

海事関係官公署 

官 公 署 名 連 絡 先 官 公 署 名 連 絡 先 

尾鷲海上保安部 0597-25-0118 
名古屋検疫所四日市検疫支所 

尾鷲・勝浦出張所 

四日市検疫支所 

059-352-3574 へ連絡 
名古屋税関四日市税関支署 

尾鷲出張所 

四日市税関支署 

059-353-6421 へ連絡 

 

引船  タンカー入港時に他港から来る。 10 

補給  岸壁などで清水、燃料油、氷の補給ができる。給油船がある。 

医療施設 

名   称 電 話 番 号 備    考 

尾鷲総合病院 0597-22-3111  

 

三木埼～熊野川河口（海図 W75、W93） 

概要  三木埼～猪ノ鼻の間は尾鷲湾付近と同様の海岸で、賀田湾、二木島湾、新鹿湾の 3 湾がある。 15 

猪ノ鼻～熊野川河口の間は、猪ノ鼻の西側に木本港の小湾入があるほかは、真直ぐな磯浜で松林が続いて

いる。内陸は一帯の山地である。 

熊野川は、三重県と和歌山県との境界となる大川で、河口の北側に鵜殿港がある。 

鵜殿港の沖合 3Ｍ以遠では、秋口の日没から日出までまき網漁船等が集魚灯を点灯し、多数操業している。 

木本港から鵜殿港沿岸にかけて定置網があるので、距岸 2.5Ｍ以内に近寄らない方がよい。 20 
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4 紀伊勝浦港ケタノ鼻灯台（33゜37.2′Ｎ 135゜57.0′Ｅ）を正横に見る付近から、徐々に左転して泊地

に入り、適宜錨地に着く。 

南方沖合から 

1 針路 035゜で梶取埼（熊野川河口～梶取埼の目標の項（344 ページ）参照）を航過し、灯明埼（33゜35.7′

Ｎ 135゜57.7′Ｅ）沖の定置網を離して進む。 5 

2 鰹島正横で針路 352゜に変針し、大平石灯台（33゜38.2′Ｎ 135゜58.9′Ｅ）に向首して進む。 

3 鰹島を 264゜に見る地点から針路 280゜に変針して、紀伊勝浦港乙島灯台に向首して進む。 

4 以下上記「東方沖合から 1」の針路法による。 

海難  1959 年 9 月の伊勢湾台風では、50 隻以上の船舶が錨泊し接触破損事故が起き、多数の船舶が沈没

したことがある。 10 

注意 

1 鰹島の南側の水路は、燈明埼から北方に約 0.2Ｍ及び東北東方に約 0.7Ｍ延びる定置網（5月～12 月、10

月～翌年 7 月）や険礁に接近するので避けた方がよい。 

2 港内は、漁船や観光用ボートの往来が多いので注意を要する。 

錨地  港内は水深 3～13ｍ、底質が泥で錨かきは良く 2,000ｔ以下の船舶が安全に錨泊できる。小型船は、15 

港内中央部に双錨泊するのが普通である。泊地が狭いため、錨泊できるのは 200ｔ級船舶 20隻が限度である。

台風時には付近の港から小型漁船が集まるため、一般船舶の避泊は 200ｔ級船舶で 5 隻程度に限られるとい

う。検疫錨地は、乙島灯台の南東方にある。 

港湾施設 

名 称      概 位        
長 さ   

（ｍ） 

水 深    

（約ｍ） 

係船能力 

(D/W×隻) 
備 考      

渡の島 

ふ 頭 

－5ｍ岸壁 
33゜37.5′Ｎ 135゜56.9′Ｅ 

265 4.5  西側及び南側 

－3ｍ岸壁 230 2～2.5  東側 

－4ｍ岸壁 33゜37.6′Ｎ 135゜56.8′Ｅ 235 4   

観 光 桟 橋 33゜37.7′Ｎ 135゜56.7′Ｅ 70 4  浮桟橋 

築 地 

ふ 頭 

－5ｍ岸壁 
33゜37.6′Ｎ 135゜56.7′Ｅ 

217 4～4.5  北東側～南東側 

－5ｍ岸壁 234 2～4  南西側 

 20 

架空線  乙島～鶴島間（33゜36.9′Ｎ 135゜57.1′Ｅ、高さ 37ｍ）及び、中島西岸と南西方対岸との間

（33゜37.2′Ｎ 135゜56.7′Ｅ、高さ 30ｍ）に送電線がある。 

海事関係官公署 

官 公 署 名 連 絡 先 

近畿運輸局和歌山運輸支局勝浦海事事務所 0735-52-0260 

 

引船・はしけ  造船所用の小型引船とはしけがある。 25 

補給  清水、燃料油、氷の補給ができる。給油船が 4 隻ある。 

修理 

造 船 所 名 電 話 番 号 備   考 

勝 浦 船 渠(株) 0735-52-0895  




